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はないように思われる O いやむしろ、積極的に歓迎する声があるかもしれなl'0 西側工業諸国
におけるさまざまなセルフヘルプグループの叢生はそういう傾向を見せつけているように思え
るからだ。もちろん、べイトソン自身もそれらセルフヘルプグループの草分け的存在である
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の神秘家がことばで表現するのは困難だと感じていることをあえて言語化しようとした試みだ
といってもよさそうであるO
さて「成熟」という課題に対する回答のひとつとして、それは「学習皿」を達成することだ、
あるいはその達成へと向かうことだ、という仮定が成り立ちそうであるO 日本においては「西
洋近代的自己」なるものが成立しているのかし 1ないのか議論の錯綜するところだが、ある面で
は「西洋近代的自己」成立以前的であるのに、また別の面ではきわめて「近代」的であり、そ
の「近代」的な問題性があらゆる領域で噴出している、というまとめ方をしても極端に不当と
はならないだろう O そして、事実として、日本においてもAAのようなセルフヘルプグループ
は間違いなく広がってきているO その事実は、明らかに、日本においても自我レベルでの「近
代」化が進展してきており、その弊害が意識されるようになっていること、そしてそれを乗り
こえようとする動きが進んでいること、を表しているように思われる O その弊害とはズバリ何
だろうか。べイトソンは近代西洋人が「報酬を得ることと苦痛を避けることを動機とする、道
具的コンテクスト」を日常的に生きているということを根源的に問題にしていた。日本でもそ
れは同じであろう O 道具的コンテクストを生きざるを得ない苦しさこそが、セルフヘルプグルー
プの叢生の背景にあると考えるのが適当であろうと思われる O
道具的コンテクストではない、別の「生き方Jがあるのだということを「学ぶ」ことO いわ
ばそれが「学習IIJであり、そういう「学習」への要求が、静かに、しかし広く深く社会に浸
透してきつつあるということ。今日、インフォーマルな「生涯学習」をも視野に入れて考える
とき、このような視点を忘れてはならないと思われるのである O
